
家畜ふん尿の固夜分経と脱亜液の二次処理に関する試験  

小林 茂・奥山 尊・井上 正   

家畜ふん尿の真空脱水試験   

1．研究目的  

畜舎から洗潅水とともに排出される濠畜ふん尿をできるだけ希釈しないで凝集剤を利用し  

点空炉過による固液分灘の可能性について検討した。  

乙 実験方法  

【1J実験装置  

ヌヅチェテスト用実験装置は周一1のとおりである。  

屈－1  

（2J試 料  

当場けい羞の配合飼料給与の踵雄勝と育成豚のふん尿および搾乳申の成雌牛と疲厚飼料   

多絵の試験牛のふん尿である。  

5．試鹸成績  

（1j 豚ふん尿の脱水試験   

1） 各踵辞典剤添加による脱水試験  
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試料は豚ふんを8倍に希釈し、諌別は行わなかった。真空度は1d D猟昭Hクであるり   

この試料1．5gに各踵徴集剤を添加して、ヌ・ソチきテスト装置により炉過脱水を行った。   

海兵剤の種煩と添加量および10分間の炉液塵とその性状は義一1のとおりであった。  

要一1  各種凝集剤添加‖こよる脱水試験  

廃棄剤の添加量は汚水1βに対する量である∩   

ノ紘2，4，5，d，7，8はいずれも目づまりをおこした。薬剤や炉液の性状からみ   

てノ拡1の塵剤の組合せが適当と思われる。  

21貰空慶の用達Fこよる炉過性の変化   

真空裟の相違による炉適性の変化をしらペるために真空度7D，14□，24口，   

5d O孔明1卯における炉過性について試験を行った。試料は贋ふん8倍希釈、凝集剤   

は塩化弟2鉄とポIJマーK－Fの組合せである。その結果Iま成一2のとおりで、70J刀J77   

錨タでは炉過速嵯ではおちるが・1d o御用ほ以上では大差尤かった。  

図－2  真空度の相蓮匿よる炉適性の変化   

m
 
 
2
 
 
m
 
 
8
 
 
G
 
 
4
 
 
2
 
 

匠  

52－   



5）折布の相違による申過性の変化   

炉布の用達により辟過速度、透過SSの量に善があると思われるので、ポリプロピレ   

ン、ポりエチレン、テトロン等の炉布について試験を行りた。その結果は周一5と一義   

－2のとおりで炉適性、卵液の性状からみて、働のポりプロビレソの起毛した折布が   

態もよいと思われる．  

表－2 炉液の性状  屈－5  申布の相違による炉過他の変化  

C．U．D  S．S  ロ  5 8D  d80   

2  5 5 0  ド㌫   

さ  290  100   

4 400 510OOOO 

5  5 70  520   

る  18D  14口  

4）希釈倍率の相違による炉液他の変化  

試料は豚ふんを、4，d．8，1ロ倍－こ希釈した汚水1．5gである。その結果ほ表－  

5と、周一4のとおりで、いずれの場合も炉過時間10分で一合水率で80％前後のケ  

ーキが得られ、炉液のS．割ま大差化かった。   

義一5  折 液 の 性 状  

区分  希釈倍率  P．上Ⅰ  C．U．D  S．S  ケーキ含水率   

ロ  A  る．d  55D  280  82．8％  2  d  ム5  50C  220  80．8  5  8  d．d  280  22ロ  80．7  4  ！10  d．A  21【）  280  78．2  



成一d  希釈倍率の相違による炉過性の変化  
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5）連続脱水試験  

ヌ・yチエテスト装恩忙少量ずつチャージLて．合計5gの汚水を真空脱水した経時的   

な炉液真の変化は周一5のとおりで、東条剤の種類と塁、折液の性状ほ表－dのとおり   

であった（試料は輝ふん8倍希釈である。   

ノ砿1は15分以内で含水率85．2％のケーキが得られ、炉液のS．Sも最も少なかっ   

た。炉布1cd当りの汚水動1d8．5（：Cだった。   

図－5  連続脱水試験  
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表－4   提集剤の種類と添加量、炉液の性状  

機  無  ・ド リ  て ＿  炉  液   ケーキ  
区分  

水分含有率   種 類  l濃度  添加量  毯 薪  濃度  疲加量  P．昆  S．S   

ロ  FeCl3  40‘’  2．5cc  K－55  10％  5t〕c∽  d．2  10  8う．2％   

2  M．1．C  10％  25  丘4  40  8d」   

5   0   0  0  1％  88eみぞ  ヱ2  1D20  799   

d  げeCl，‡AO■   2．5  広一F  □・5i20cc／g   ‘．8  る0  8ム5  

凝集剤は汚二水1g書こ対する感如量である。  

d）炉液の水質  

豚ふん凍1：1を混合してA倍に希釈した汚水t5gに塩化董二鉄とポリマーK－F   

を添加して真空脱水Lた炉液の水質分析を行った結果は表－5のとおりであった。   

表－5  ㌍液の水質r豚ふん尿）  

院  液   申 液   除去率   
P．け   74   d．さ  

C．U．D   4．12 0  5るd．5   8d．5   

8．0．D   15D D  159 2   81．5   

蒸発残留物  5 2，98D  5、88 D   82．2   

浮 遊 物  21．8DO   AO   9 98  

炉液量は125Dcc、ケーキの含水率は81．5％であった。浮遊物、臥U．Dの険去率は  

9 78％と81．5％だった。   

物 牛ふん尿の脱水試験  

1）各種凝集剤添加による脱水試験  

試料は搾乳牛のふんと尿を5：1の割合により、5倍に希釈したものであり、姉別は   

行わなかったっ真空度は140町哩で炉布はポリプロビレンの起毛したものを使用  

した。  

凝集剤の穏嬢と廊加重・炉液の性状は義一dのとおりで炉液最の経時的な変化は周一  

dのとおりであった。  
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表－d  凝集剤の添加裁と辟液の性状  

ポ  ープ マ ＿＿  

原水  小川D  1720（〕  22．7dO   

1  4ローーB  2．5cc  Kr450  1％  20cc  597  40  

2  A打－200  0．01  50  5dd   20  

5  A －1   10  587  40  
4  C－454  ロ   2〔）  555  dO  

5  Pr75，   50  597   dO  

d  K－F   0＿5  20  A94   2D  

7  AH－200  0．04  5t）  520  20  

8  A－1   5  5（）  A87  20  区分  Fecl              濃度  添加量  謂■■■駁≡  濃度  療加免  C．り．D  S．S  ■r．S                                                                 ロ                                    ロ                                                  n  
凝集剤の療加量は汚水1gに対する量である。   

臥d  各種奴集剤添加による炉過他の変化  
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炉液の性状や、巣痢費の点からみてノ拓dが適当な組合せと思われる。   

2）耳空魔の相違による折適性の変イヒ   

真空度707〝7ガ，1dom研一5dO用？ガdダにおける炉適性忙ついて試験を行ウた。そ  

の隠果ほ■溺－7のとおりで、腰ふんの場合iエ70相川では140m7乃に比較して炉適性  
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が劣ったが、牛ふんの場合は大差なかった。   

凰－7  真空度の相違による野過性の変化  

●  ▼  l O  

5）飼料の相違による炉適性の変化   

給与飼料の相違により、炉過性に変化があると考えられるので、濃厚飼料を多給して   

いる成牛のふん尿と育刈飼料を多給している牛のふん尿とな比較した。  

青刈飼料多給区l量1日育刈とうもろこしA O kg、配合飼料8kg、ビートパルプ2kgで  

濃厚飼料多給区は配合飼料1占噸、いねわら1k汐、ビートパルプ1kgだった。  

経時的な炉液量の変化は図－8のとおりで、濃厚飼料多給区のふん尿はやや申過性が  

劣った。   

周一8  飼料の相違による炉適性の変化  
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4う連続脱水実験  

テスト装置に少量ずつ連続してチャージし、合計5gの汚水を真空脱水した。試料は  

牛ふんを占倍に希釈した汚水で、凝集剤の種類と添加量、炉液の性状lま義一7のとおり  

で、炉液量の変化は周一9のとおりであった。  

煮－7  凝集剤の添加量と折液の性状  

無  機  ポ リ マ ー  折   液  ケーキ  
区分  

種   析  濃度  添加量  饉 額  渡鹿  添加量  P．H   S．S   含水率  

Fecl5   40hB  2．5cc  K－55  1％   dOcc  d．7   2t）   88．5   

2   0   0   D   lト55  ロ   120   72   8Ao   8 ス2   

5   MIC   10   55   K－55  ロ   ‘0   ス2   40   88．2   

4   Pec 1,, AO‖8   2．5   K－F  0．5   25   エ4   2ロ   8 8．7   

原水  u  7A   1（～．ODD  

凝集剤は汚水1gに対する添加量である。  

炉過性からみるとノ拓2がよいが、㌍液の性状や藁剤費からみるとノ拓5が最もよいと思  

；bれる。   

周一9  連 続 脱 水 試 験  

】 2 1 4  5 6 7 旦  9 川1112131415 分  
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5）炉液の水質   

牛のふん尿を5：1の割合に棍合し、5倍に希釈した汚水15gに塩化椙二鉄とポリ  

マーK－Fを添加して具空脱水した折液の水質分析を行った結果は表－8のとおりであ  

った。  

表－8  ㌍液の水質  

原  液  折  液  除去率   

P．且   8．0   6．d  

C．0．D   5．5占2   d18   88，9   

450〔）   1275   7D．A   

蒸発残留物  255DD  15800   B．U．D  52．2   

40   9 R9  

ケーキの水分含量ほ8ス1％、折液量ほ1180cc、B．0．D、S．Sの除去率は   

70．d％と999％だった。  
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